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【重要】資格証明書等の提出のお願い  

 

当院は国際的な医療施設評価機構である JCI（Joint Commission International）の認定を受け

ており、要件として職員の学歴・資格・各種受講歴等を把握し、真正かつ有効期限内のものであるか

を確認することが求められています。 

大変お手数ですが、入職にあたり、以下の要領に則り、資格証明書等のご提出をお願い致します。

また、資格の真正性を確認する為、卒業校や資格発行元に照会を行う必要があり、当院が発行源確認

を行うことへの同意書の提出も併せてお願い致します。 

 

1．ご提出いただくもの 

①裏面「ご提出頂く資格証明書一覧」に記載のある各種資格証のコピー 

以下の要領でコピーをご提出ください。就任日に原本を目視確認しますのでご持参願います。 

大きさ A４サイズ（A4サイズでない資格証明書は拡大もしくは縮小） 

※ 原本をお持ちいただけない場合はご相談下さい。 

色 カラー（白黒は不可） 

コピーする面  両面（裏面に何の記載がなくても裏表両面のコピーをお願いします。） 

 

②卒業校および資格発行元への真偽確認同意書 

JCIの要件により、資格の真正性を確認するため、卒業校や資格発行元に照会を行う必要があり、

当院が発行源確認を行うことへの同意書の提出も併せてお願い致します。真偽確認の対象とな

る資格は以下の通りです。 

 学歴（大学・短大・専門学校等） 

※就任の職種に必要な公的資格を取得するために通学、卒業した大学・短大・専門学校等を指します。

最終学歴とは異なりますのでご注意ください。 

 国家公的資格（但し、医師/歯科医師・薬剤師はWEB上で公開されているため同意書は不要） 

 

2．ご提出期限・方法 

ご準備でき次第、総務人事課宛にご持参、ご郵送または院内便等でご提出ください。 

 

3．問合せ先 

問合せ先：三井記念病院 総務人事課   竹下 

電話番号：03-3862-9236（総務人事課 直通） 

E メール：n-takeshita @mitsuihosp.or.jp 

 

 以上  



医・薬 

【裏面】ご提出頂く資格証明証一覧 
 

以下に該当する免許をお持ちの方は、証明書/免許証/修了証等の原本を就任時ご提示のうえ、コピーの提出をお

願いいたします。尚、国家・公的資格において、改姓や本籍地の変更等によりお手許の免状が「最新のものでは

ない」場合は、手続き中であることが判る証明書等も添付してご提出ください。 

 

学歴 

● 医療系学校（大学・短大・専門学校等）の卒業証書（写） または 卒業証明書（原本）  

※医療職の全職員が必須です。なお、就任される職種に必要な公的資格を取得するために通学、卒業した大学・

短大・専門学校等を指します。最終学歴とは異なりますのでご注意ください。 

 

国家資格・公的資格 

 国家資格証（医師免許、看護師免許等） 

※新卒者の方は登録済証明書をご提出ください。また、お手元に資格証（免状）が届き次第、必ずコピーを提

出ください。本籍・氏名等の変更があった場合も改めてコピーの提出をお願いいたします。 

 臨床研修修了証（研修先機関発行）  臨床研修修了登録証（厚生労働省発行） 

 臨床研修指導医  麻薬施用者免許 

 保険医登録票  麻酔科標榜医免許 

 難病指定医  小児慢性特定疾病指定医 

 身体障害者福祉法第15条指定医師  指定自立支援医療機関(育成・更生医療)指定医師 

 死体解剖資格  その他公的機関が認めた資格 

 

専門・認定資格 

 学会専門医 

 学会認定医 

 学会指導医 

 その他学会等が認めた専門資格、認定資格（医師以外の医療職も保有資格があればご提出ください） 

 

蘇生資格 

 AHA認定蘇生資格（ACLSもしくはBLS） 

 日本救急医学会認定蘇生資格（ICLSもしくはBLS） 

 日本内科学会JMECC 

 小児(PALSもしくはPEARS)、新生児の蘇生資格(NCPR) 

 

その他、診療報酬算定のため、もしくは施設基準の要件を満たすために必要な各種資格、研修受講履歴 

以下に一部の例を記載 

 「植込み型除細動器/ペーシングによる心不全治療」研修 

 がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会 

 運動器リハビリテーションセラピスト研修会   等 

 

【注意】各種免状は、必ずA4 ｻｲｽﾞ・カラー・両面コピーで提出をお願いします。 

（裏面に何も記載がなくても裏表印刷のコピーが必要です。） 


